
〈情報教育部会〉

研 究 主 題 ・副 主 題

ITの 活 用 に よる学 習指 導の 工夫 ・改善

一各 教科 等 にお い て情 報 を適切 に活 用す る能力 を育 て る指 導内容 ・方 法 の研 究 開発 一

研 究 の 概 要

高度 情報 通信 ネ ッ トワー ク社 会 が進 展 してい く中 で 、子 ど もた ちに 、 コン ピュー タや

イ ンターネ ッ トを活 用 し、情報 社会 に主体 的 に対応 で き る情報活 用能 力 を育成 す るこ と

は非 常 に重 要 で あ る。 学習 指導 要領 で は、小 ・中 ・高 と各 学校段 階 を通 じて 、各 教科 や

「総 合的 な学習 の時 間」 にお いて コ ン ピュー タやイ ンター ネ ッ トの積 極的 な活 用 を 図 る

とと もに、 中 ・高等 学校 にお いて 、情 報 に関す る教 科 ・内 容 を必修 と して いる.盲 学 校

・ろ う学校 ・養 護学 校 で は、小 ・中 ・高等 学校 に準 じる と と もに 、障 害 の状態 等 に応 じ

て コン ピ ュー タ等 の情報機 器の 活用 を図 る こと とな って い る。

そ こ で本 部会 では 、各 校 種 ご とにア ンケー ト調査 を行 い、各校 種各 教科 でのITの 活

用 実 態 を把 握 し、それ を 基に 実践す るこ とが可 能 となる よ うな指導方 法 、指導 体 制 、指

導 内容 、教 材等 を研 究 開発 した。

1研 究 の 目 的

『情報 教 育 の実 践 と学 校 の情 報化 ～ 新 「情 報教育 に関 す る手 引 き」 ～』(文 部科学 省 、 平成

14年)に は 、情 報活 用 能力 は 「生 き る力」 の重要 な要素 であ り、小 ・中 ・高等学校 段 階 を通 じ

た す べ ての教科 で育成 され 、各 教科 の 指導 におい てす べ ての教 員 が 、 コン ピュー タや イ ン タ ー

ネ ッ トを活用 して指 導 が行 われ る よ うにな るこ とが 不可 欠 であ る との 指摘 があ る.

コン ピュー タや 情報 通信 ネ ッ トワー クは 、子 どもた ちの興 味 ・関 心 を高 めた り、基礎 ・基 本 の

定 着 を促 進す るな ど、教 育 上 の様 々な課題 の解 決に 大 きな 可能性 を有 して い る。

各教 科 等の授 業 にお い て 、情 報 活用 能 力を育成す るた めに は 、 まず 教員 が授 業でITを 活 用

す る こ とが必要 で ある。 すべ ての授 業 で 必ずITを 使 用 しなけれ ばな らない とい うこ とで は な

く、 教科 や 単 元 、子 どもた ちの実 態 に応 じて 、効 果 的 な場合 に は積 極 的 に活用 し、 「分 か る授

業 」 の実 現 を図 る こ とが重 要 であ る。

本 部会 で は、教 員 が適 切 にITを 活 用す るこ とに よ り、子 どもた ちの 情報活 用能 力 を育成 し、

学 習 内容 の理解 向上 へ とっな が るよ うな指導 の工 夫 ・改 善 を 目指 した。

且 研 究 の 方 法

小 学校 、中学校 、高 等学 校 、養 護 学校 の各 学校段階 ご とにア ンケー トを実施 し、各教科 や 「総

合 的 な学 習 の時 間」にお いて 、1Tの 利 用状 況 を把 握 して 、課題 を明 らか に した。質 問項 目は、

学 習 指導 要領 にお け る情 報教 育 に関 す る内容 を抽 出 し、各学 校 段 階の 実態 に応 じて設 定 した。

iTを 活 用 した教 科 指導 の調 査結 果 を基 に、 各学校 で 実践す る こ とが 可能 とな る よ うな指 導 方

法 、 指導 体制 、指 導 内容 、教 材等 を研 究 開発 した。

皿 研 究 の 内 容

各 学校 段 階 ご とに実 施 した実態 調 査 の調査 内容 、調査 結 果 、考 察 とそれ に基づ いて 提案 す る

指 導 内容 ・方法 等 を次 に示す 。
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1小 学 校

(1)実 葱調 査

小学 校 学習 指導 要領 の 「総 則 」 には 「各教 科等 の指 導 に 当た っては 、児童 が コン ピュー タ

や 情 報通 信 ネ ッ トワー クな どの情報 手段 に慣 れ親 しみ 、適 切 に活用 す る学 習活動 を充 実す る

と ともに、視 聴 覚教材 や教 育機 器 な どの教材 ・教 具 の適切 な活 用 を図 るこ と」 と記 され て い

るが 、 実際 に どの程度授 業 で使 われ てい るか ア ンケー ト調査(14校)を 行 った。

ア 調 査 結果

①ITの 利 用 につい て

ITは 、社 会(12校)、 理科(12校)、 総合 的 な学 習 の時間(14校)で の利 用 が 多

く、ま た有効 に活用 で きて い る と感 じて い る教 員 ボ多 い。 児童 には 、調べ 学 習 の手助

けや 発表 、新 聞作 りな どで 活用 させ てい る。教 員 ほ 、 日常見 る こ とがで きな い教 材 を

提示 す る こ とが多 かっ た。 ま た、実 技 を中心 と した授 業 が多 い体育(1校)の 利 用 は

少 ないが 、図 画工作 で は、 デ ィ ジタル カ メラで撮影 した もの を使 い創 作活 動 を行 う場

面 な どの利 用(6校)が 見 られ た。

② コ ン ピュー タ を利 用 しな い理 由につ い て

利 用 しな い理 由 と して 「準備 が大 変」 を一番 に上 げた 学校(7校)が 多か った 。 ま

た、 「必 要性 を感 じない」 とい う理 由(6校)も 多 く、機器 の準備 に手 間 を か け る よ

りもITを 使 わず に、発 問や板 書 の工夫 、話 し合 い活 動 の導入 な どで授業 改 善 が でき

る と感 じて い る学校 が多 か った。

イ 考 察

ITの 利 用効 果 を感 じては いる が、限 られ た時 間の 中で 設置等 で授 業準備 に時 間 が か

か る こ とを考 える と使用 を控 えて しま う傾 向 が ある。特 に コン ピュー タの利 用 には 、抵

抗 感 が ある。 「分 か る授 業 」や 「魅力 あ る授 業 」 の実 現 に 向け て、 コ ン ピュー タの 特 性

を生 か し授 業の一部 分 で も手軽 に使 える場 面 を増や して い くこ とが大 切で ある。 そ のた

め には 、 コン ピュー タ教 室 中心 の利用 を一 歩進 め、今後 整 備 され る教 室の コン ピュー タ

や 液 晶 プ ロジ ェクタ を利 用 して 、 日常 の学 習遣且kLて 湿Lを 進 めてい くこ とが必 要 で

あ る と考 える。

(2)学 校 で 実践す るた めの提案

ア 機器 設 置 の工夫

プ ロ ジ ェ クタや ノー ト型 パ ソ コ

ン が 全教 室 に配 置 され て い る こ と

は 少 な い。 限 られ た時 間 内 で 準 備

す る た め に は 、 カー ト(図1)に

プ ロジ ェ クタや 延 長 ケ ー プ ル な ど

必 要 な セ ッ トを載 せ 、 す ぐ使 え る

よ うに して お く。 各 階 に1セ ッ ト

準備 で き る と短 時 間 に移 動 で きる。

づ サ

L」二」ANケ ー ブル リー ル!c
,「 鞠 噛

図1カ ー トに乗せ た移動 用セ ッ ト

図1カ ー トに乗せ た移動 用セ ッ ト
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イ 教 室 の 工夫(図2)

普 通教 室 等 でITを 利 用 す る とき、電源 やLANケ ー ブ

ル の 配線 や ス ク リー ンの設 置 を短 時 間 で確実 に行 うこ とが

必 要 で あ る。 そ の た めに 、教 室 に次 の よ うな用意 をす る。

① プ ロジ ェク タ を設 置す る直近 までLANケ ー ブル と電

源 ケー ブル を敷 設 し、布 粘着 テー プで 固定す る。

② ス ク リー ン が ない 場合 、黒板 に模造 紙 をマ グネ ッ トで

貼 り付 け、 スク リー ンの代わ りにす る。

ウIT活 用 のね らい を明確 にす る工夫

ITを 活 用 した授 業 は 、教 科 のね らい よ りもIT利 用 に

意識瀬 いて しまうことが多い・必要なときにのみ使用す 集

る こ とが大 切 で あ る。 立案 す る際 、形態 ・場 面 ・主体(誰

茄利 用 す るのか)・ 目的 を明確 にす る とよい。

表lITを 活 用 した 授業 立案 時 に明確 に して お く要 素

図2教 室 の工 夫

形態 一斉 学習 グル ー プ学習 個 別学習

場面 導入 展開 まとめ

主体 教員 学習者

目的 課題の提示 動機付け 説明資料 ドリル学習

比較 振 り返 り 体験の代行

モデル の提 示 体験の想起

(3)

児 童 は探究 す る際 に教 員 が授業 で使 用 した 方法 を使 う。 学級

担 任 がITを 利 用す る こ とに よ って 、児童 が情 報 を適 切 に活用

す るカ が 高ま る ともい え る。 この ため教員 はITを 適 切 に活 用

して児 童 が 「分 か る」 「魅力 あ る」授 業 づ く りを心 が け る こ と

が 必要 で あ る。 最 初 は教 員 が主 体的 にITを 活用す る習得 型 の

学 習(皿)を 行 い 、次第 に、児 童 が主体 的 にITを 利 用 し、 自

ら課 題 を見つ け て解決す る探 究型 の学習(1・IV)へ 変 化す る

こ とが 望 ま しい と考 え る。

エ す べて の教員 が実 践す るた めの 工夫

教 室でITが 活用 され るた めには 、 どの教 員に も使 え る よ うに校 内環境 を整備 す る こ

とが必要 で あ る。小 学校6年 間 で身 に付 け させた い情 報活 用能 力 を発達段 階 に応 じて 整

理 し、全 学年5時 間 ずつ の情 報教 育指 導計 画に ま とめた。 児童 は段 階的 に情報 活 用能 力

を高 め、他 教科 にお い て も適 用す る こ とが可能 にな る。 さ らに、 指導案 と必 要 な教材 ・

教 具 を教材 キ ッ トと して準備 した。 ま た、必要 な情報 をす ぐに使 える よ うに授 業 用 コン

ピュー タに あ らか じめア ドレスを登録 した り、ダ ウン ロー ドした りした。ITを 利用 す

る こ とをあ ま り得 意 と しない教 員 も、児 童の実態 に合 わせ て他教 科 との関連 をふ ま えて

指 導 案 に加 除修 正 を加 えて授 業 を実 施す るこ とが で きた。 修 正 した 内容 につ い て は校 内

の共 有 フォル ダ に保 存 し、次年度 に使 える よ うにす る。

ま とめ

探究型

嚇 一
習得型

図31T使 用 の主体 と

授業の型
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2中 学 校

(1)実 態調査

中学校 学習指 導要領 の 「総 則Jに は 「各 教科 等 の指導 に当 たって は 、生徒 が コン ピュ ー

タや 情報 通信ネ ッ トワー クな どの情 報手段 を積 極的 に活 用 で き る よ うにす るた めの学習 活

動 の充実 に努 め る と ともに、視聴 覚 教材や 教 育機器 な どの教材 ・教 具 の適 切 な活用 を図 る

こ と。」 と記 され てい る。 そ こで 、実 際 にITの 活 用 の状 況 を把 握 す るた め に、ア ンケー

ト調i査を行 った。 ア ンケー トは平成16年 度以 降 にお いて 、各 教科 でのITの 利 用 教員数 、

各 教科 での機器 別利 用 教員 数 、ITの 具 体的利 用 方 法、 コン ピュー タを利 用 しない理 由 に

っ いて平 成17年6月 か ら8月 の間 に行 い 、都 内30校530名 の教員 か ら回答 を得 た。

ア 調査 結果

①ITの 利 用 につ いて

ITを よ く利用 す る教 科 は 、社会(72.1%)、 理 科(79.4%)、 音 楽(65.6%)、 英語

(64.4%)で あった。 社会 では各種 ソフ トウェア(56.8%)やVTRで の資料 の提 示

(65.9%)、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 しての調 べ学 習(50.O%)で 利用 され て い た。 理 科

で はVTRで の 教材 の提 示(76.0%)、 測 定やデ ー タ処 理 、雲 の動 きや 星座 な ど観 測 し

に くい ものの シ ミュ レー シ ョン(54.0%)な どが あげ られ た。音 楽 は鑑 賞 の時 間 にVT

R(95.2%)、DVD(57.1%)、LD(52.4%)と い った映 像 資料 を多 く利 用 して い

た、英 語 では ヒヤ リン グの学 習 に映像 資料 の一 部 を用 いて い る例 が あげ られ た。 利 用 が

少 な かっ たの は、 国語(36.0%)、 数学(3L5%)で あ った。 しか し、 国語 で は話す と

い うこ とを意識 させ る ため 、発 衷の 様子 を録画 す る な ど、工夫 した活 用 が行 われ て いた 。

② コン ピュー タを利 用 しない理 由 につい て

「どの よ うに利 用 して よい か分 か らない」 とい う回答 者 が48名 、「必要性 を感 じな い」

とい う回答者 が106名 あっ た。 具 体的 には 「活用 しな くて も資料 の提 示 な どが行 える」、

「授 業時数 が 十分 で は ないi、 「授 業時 数 と内容 との関連 か らゆ と りが ない」、 といっ た

事 が あげ られ た。 ま た、 「操 作 に 自信 が ない」(55名)、 「準備 が大変 」(56名)と い う理

由 も多 く、専 門担 当者 や補 助指 導者 を希 望す る とい う回答 もあった。 一 方、ITの 利 用

が多 い学校 では 「さ らに利 用 した い教 科 が増 え る と、 コン ピュー タ室や視聴 覚 室等 の利

用頻度 が高 くな り重 な って しま い、利 用 しに く くなって しま う」が あげ られた 。

イ 考察

ITを 「生 徒 の学 習 を補 助 す る ものJと して利 用 して み たい が 、f従 来の指 導方 法 で

も学習 効果 が上 げ られ て い る」、 「授 業時 数 と内容 との 関連 か らゆ と りが ない 」 な どの

理 由で、ITが 活 用 されて い ない現 状 があ る。生徒 の授 業理解 を一層 高 あ 「分 か る授 業 」

や 「魅 力 ある授 業」 を実現 させ るに は、 日常 で の指導 方法 を見 直 し、ITの 特性 を生 か

した動 画 ・音 声 ・視覚 効果 な どの利 用 、デ ジタル 化 され た 教材 の活 用 な ど、ITの 活 用

を身近 な もの として取 り入 れ て い くこ とが大 切で あ る。 さらにITの 利 用 が増 え 、利 用

頻 度 が高 くなれ ば 、 コン ピュー タ教室や 視聴 覚室 だ けで はな く、今 後普通 教室 に整備 さ

れ る コン ピュー タ 、プ ロ ジェ クタ、 スク リー ンを利用 した活用 を進 め てい く必要 があ る

と考 え る。
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(2)学 校 で実 践す るた めの工夫

近 年 、学校 現場 で は各教 室や 特別 教室へ のIT機 器 の 設置 等 、少 しずつ 環境 が整備 され

っ っ あ る。 しか し、ア ン ケー ト結 果 の実践 例 をみ る と、 「どの よ うに利用 して よい か 分か

らな い」r必 要性 を感 じないJな どの理 由か らコンテ ン ツ活 用 が 少 な い こ とが分 か っ た。

そ こで 、扱 い方 が楠 単で あ る こ と、普段 か ら使 い慣れ て い る こ とな どの条 件か ら、 身 近 な

ソフ トウ・[アや 既 存 の コンテ ン ツを利用 した授 業 を行 な い 、IT活 用 の利 用方法 や 必 要性

に 関す る研 究 を進 め た。

ア 理科 室 でデ ジ タル コンテ ンツ を活 用 した理科第 二分 野 の授 業

「東京 の教 育21研 究 開発 委員 会指 導 資料 」(東 京都 教 育 委員 会 、 平成17年)を 参考

に して 、 「理 科 ね っ とわ ・一く」 を活 用 した。題 材 は 「刺激 と反応 、反 射 」 にお い て 、感

覚 器官 の構 造 の しくみ 、耳の働 き、カ メ レオ ンの眼 球の 動 き等 を授 業 内で説 明す る際 に、

デ ジ タル コ ンテ ンツ を利 用 した。 生徒 の授業 後 の感 想 は 、 「画像 が動 くの で音 の伝 わ り

方 や 圏の動 きが とて もよ く分か った。」「ス ロー モー シ ョンで確認 で きた ので よかっ た。」

等 、理 解 が深 ま った と考 え られ る。 ま た、教 員 に とって も、掛 け図 を利 用 してい た こ ろ

に比 べ て、実際 に音 が どの よ うに伝 わ ってい くか動画 で 分 か りやす く説 明 で きた り、 カ

メ レオ ンの眼 球の動 き等、 身近 で 見 るこ とが出来 な い素 材 の活用 が でき、生徒 の興 味 ・

関心 を強 く引 き出せ る とい う手 ごた え を感 じてい る。

イ 普 通教 室で プ レゼ ンテー シ ョン ソフ トを活 用 した英語 の授 業

英 語 は ピクチ ャー カー ドや板 書 の代用 にITを 利 用 した。 現在 の英語 教 育は ヒヤ リン

グ、 コ ミュ ニケー シ ョン能 力 の育成 が 中心 とな りつつ ある が 、碁 本 的な文法 は しっ か り

押 さえなけれ ば な らない。 例 えば3人 称 の動 詞や 疑 問文 の作 り方 な ど、従来 は板 書 で説

明 し、何 度 も書 いて は消す こ との繰 り返 しを行 っ ていた が 、図4の よ うなプ レゼ ンテー

シ ョン ソフ トを利用 してみ た。 生徒 か ら 「色 がつい て いた り、文字 が強調 され た り、 動

い た ので 分 か りや す か った。」 「自分 が間違 いそ うな と ころで 、 これ は間違 い とい うこ

とが 分 か り面 白かった。」との感 想 を得 られ た。

また 教 員 に とって・ 「何 度 も書 き直 す作 業 な しMukamilikesmUSIc .

に 押 さえ てお き た い 重 要 な こ とを伝 え る こ と ‡d。馳調〔一般動詞}にsがっく文の疑問支は…

が で きた。t「板 書 で何 度 も書 き直 して いた ときb
oeSMukamiに比

べ て 、何 回 で も提 示 で き る、 色づ かいや
串答 え 方 は 一 ・

強 調 効果 に よっ て 印象 づ け る こ とが で き る、

間 違 いや す い 箇所 を指 摘 しや す い.」等 の効 果Yes'shedees・!No'shedoesn't・(h
¢)(hc)

を実感 で きる感想 を持 った。

図4プ レゼ ンテ ー シ ョン ソフ トの利 用(3)まとめ

中学校 は、教 室 に一台 とい う条件 を満 たす こ とによ り、デ ジ タル コンテ ン ツや プ レゼ

ンテー シ ョン ソフ トを活 用 した授 業 も可能 にな る。今 回 の研 究 で、lTは 、従来 行 われ

てい るシ ミュ レー シ ョンや教 材提 示 以外 に も、板 書や 実物 提示 の代替 と して も活 用 で き

簡 便 で有効 で あ るこ とが分 か った。 ま た、教科 の特性 に あ った指 導方 法 を工夫す る こ と

に よ り、教 員 の指導 レベル の向 上が期 待で きる と考 える。

一115一



3高 等 学校

(1)実 態 調査

高等 学校 学習 指導要 領 の 「総 則 」 には 「各教科 ・科 目等 の指導 に 当 たって は、生徒 が コ

ン ピュー タや情 報通信 ネ ッ トワー クな どの情報 手段 を積 極 的 に活 用 で き るよ うにす るた め

の学習 活 動の 充実 に努 め る とともに 、視聴 覚教材 や 教育機 器 な どの教 材 ・教具 の適 切 な活

用 を図 るこ と。」 と記 され て い る。 さ らに高等 学校 で は普 通 教育 に関す る各 教科 にお け る

「各 科 目にわ た る内容 の取 り扱 い」 にお い て も重 ね て、ITを 適 切 に活用 し、学習 の効 果

を高 め る よ うに との 旨が 記 され てい る。 そ こで、1Tの 活 用状況 を把 握す るた めに 、普 通

科 設 置校15校 を対象 に5月 か ら7月 にか けて ア ンケー ト調 査 を行 った。 ア ンケー トは表 計

算 ソフ トの ワー ク シー トに、学習 指 導要領 の総 則及 び普 通 教育 に関す る各教科 の記 述 でI

Tの 取 り扱 いの部分 を示 し、指 導の 有無 及び利 用状 況等 を入 力す る形 式 と し、電子 メー ル

を利 用 して実施 した。

ア 調査 結果

①ITの 利 用 につ い て

利 用 が 多 かっ た 教科 は 、理科(7校)、 外 国 語(7校)、 家庭(7校)で あ った。

利 用 状 況 は、理 科 で は実験 結 果 の処 理(レ ポー ト作成)・ プ レゼ ンテー シ ョン ・学 習

内容 の検 索 な どであ った。外 国語 ではLL・ 視 聴覚 教材 の活 用 に利用 され て い た。 家

庭 では栄養 計算 に利 用 され てい た。保 健 体育 で の利 用 は1校 だ け だっ た。 国語 の利 用

は3校 であ った。利 用 していな い理 由 として 「教科 書 の資料 等 が 内容 ・写真 ・年表 等

で優 れ てい る」 「投 影 した ス ク リー ン上で は授 業 中で の書 き込 み がで きな い」 とい う

回答 が あ った。 地理歴 史 、公 民 、数 学、芸術 での利 用 は4校 で あった。

② コン ピュー タを利 用 しない理 由に つい て

ITを 利 用 しな い理 由 と して は 、 「必要 性 を感 じな い」、 「準備 が大 変で あ る」 が あ

った。さらに、ゴン ピュー タ教室 が 教科 「情 報」と総 合 的な学 習 の時間 の利用 が多 く、

他教 科 での利 用 が しに くい とい う回 答 もあ った(2校)e

イ 考 察

情報 教育 は 、特 定の学校 段 階で 完成 す る もので はな く、小 ・中 ・高等 学校 段 階 を通 じ

て体 系的 に実施 す る こ とが必 要 で あ るに もか かわ らず 、今 回の調 査 にお け る高等 学校 で

のITの 利 用状 況 は、一 番 多い教 科 で も15校 中7校 で あ り過 半数 に 達 してい ない。 しか

し一方 、ITの 利用 に よっ て授 業 の幅 を拡 げてい き たい とい う、ITの 利 用効果 を感 じ

て い る教 員が い る学校 もあ る(4校)。

新 「情報 教育 に 関す る手 引」(文 部科 学省 、 平成14年)で は 、高等 学校 段階 で の情 報

活 用能 力 の育成 につ いて 、 「中 学校 段 階 と同様 、各 教 科等 の 指 導に 当た って コン ピュー

タ等 を積極 的 に括 用す る こ とに してい る。」 とある。 普通 教 育 に関す る教科 と して 「情

報 」 が新設 され 必修 とな ったが 、ITの 活用 を教 科 「情報 」 だけ に任せ るの では な く、

各 教科 等 におい て適切 にITを 活 用 し、情報 活用 能力 の育 成 を図 る ことが必要 で あ る。

「分 か る授 業」 や 「魅 力 あ る授 業 」 を実現 し、 自 ら学 び 自ら考 えるカの育成 を図 るた め

には 、ITの 優れ た特性 を活用 した授 業 を実践 してい くことが大切 で ある。
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(2)学 校 で実 践可 能な指 導内 容 ・方法 の提案

普 通教室 で授業 を効 率 よ く行 うため に、普 通教室 で の指 導 を想定 したIT活 用 を考 え た。

この こ とに よって、 コン ピュー タ教室等 の特別 教室 利用 の飽 和 状態 、特 別教室 の利 用 方法

が 不 明 とい う問題 解 決力主可能 となる。 また 、普 通教 室 で板 書 と同様 に活 用す る こ とに よっ

て 、1Tが 特別 な もので は な く身近 な道具

で ある こ とを生 徒 に示す こ とが で き るメ リ

ッ トも ある。

ノー ト型 パ ソコン とプ ロジ ェク タを利用

し、 ス ク リー ン を用 いず に黒板 に直接 投影

す る利 用方 法 を実験 した。 ス ク リー ンを利

用 す る と視 覚的 に は鮮 明で あ るが 、投 影 し 算嚇 牲
き補一

た 情 報 に何 らか の追 加情 報 を付 け加 え たい べ甲

響暢 二灘 邑繍 灘 臨 、
加 がで きな い。 黒板 上 に投 影 すれ ば 、チ ヨ 図5
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黒板 に映像 を直接投影す る様 子
一 クで書 き込む こ とがで き

、 さ らに、 チ ョークが プ ロジ ェ クタの 光に よ って強調 され る効

果 もあ る。 スク リー ンを準 備 す る手間 も省 け、二 つ の機 器 の 設置 だ けで済む。

具体 的 な例 と して 次の 二つ につ いて教材 を作成 した。

ア 数 学用 フ リー ウエア を用 い た数 学用 教材 作成

関数 グラ フ表示 用のFunctionView、Grapes、 図形 作 図 ツールGe。metricC。nstructor

が 知 られ てい る。 昨年度 の情報 部会 によ る 「ITを 活 用 した学 習の年 間指 導計画(高 等

学 校)」 に基づ い て、Grapesを 使 用 し 「接 弦定 理」 の教材 例 を作 成 した。

黒板 に投影 し、パ ラ メー タの変 更 によ るグラフの変 化 を表 示 し、 さ らにチ ョー ク に よ

って接線 の書 き込 みが で き る。

イ 表計算 ソフ トウェア を利 用 した原価 計算用 教材 作成

専 門教 科 「商業 」 に は 、 「情 報処 理」 をは じめ、ITを 利 用 した実習 が必 須 で あ る科

目が あ る。一 方 、簿 記 関連科 目は、板 書 中心の指導 方法 を取 って い る。科 目 「原価 計算 」、

原 価計算 表 を生徒 に作成 させ るこ とが多 い科 目で あ るが 、計算 をす る際 に電卓 等 の 計算

器 具 の利 用 しか認 めて いな い。勘 定科 目の文 字数 が多 く、板 書 に時 間 を取 るため 、授 業

効 率 が悪 い。あ らか じめ表 計算 ソフ トウェア に原価 計 算表 を作成 してお くこ とによっ て 、

板 書時 間 の節 約 を図 るこ とが で きる。

(3)ま とめ

普通教 室 で 、普通 の 黒板 上で動 きの ある教材 を利 用 で きれ ば、板書 中心 の授 業 方 法 よ

りも高い学 習効果 が期待 で き る。 マ グネ ッ トス ク リー ンを利 用 すれ ば、画像 を鮮 明 に黒

板 上 に投影 で き るので 、 さらに視 覚効 果 を上 げ る こ とがで き るe小 ・中学校 でITを 活

用 した授 業 を受 けた子 どもた ちが高等 学校 に進学 して きた場 合 、普 通教室 内 でIT活 用

が行 われ てい ない こ とを奇 異 に感 じるの では ないだ ろ うか。 また 、板書時 間 の節 約 とい

う点 では 、国語 な どの板 書 に時 間がか か る科 目で の利 用 も提案 したい。
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4知 的 障害養 護学 校

(1)実 態調査

f21世 紀 の特殊 教育 の在 り方 につ いて(最 終報 告)～ 一 人一 人の ニー ズ に応 じた特別

な支 援 の在 り方 に つい て ～ 」(文 部 科学 省 、 平成13年)で は 、 「最 新 の情 報技 術(1T)

を活 用 して障害 の あ る児 童 生徒 等 が障害 に基 づ く種 々の 困難 を改 善 ・克服 し、 自立や 社会

参 加 を促す た め、一人 一人 の 障害 の状態 等 に応 じた情報 機器 等 の研 究開発 を行 う とともに、

情 報 技術(IT)を 活 用 した指 導方 法や 体制 の在 り方 につ いて 検討 を行 うこ と。」 が記 述

され て いる。 そ こで知的 障 害養 護学 校 高等部 にお い て どの程度ITの 活 用 が図 られ て いる

か ア ンケー ト調 査(2校)を 行 った。(実 施 時期1平 成17年7月)

ア 調 査結 果

港養護 学校 と足立養 謹 学校 の 高等 部教員88名 を対象 に した調 査 を行 った結 果69名(78.

4%)か ら有勤 回 答 を得 た。 ま た、調査 を行 った2校 の 間 に特 出 した差 異 は認 め られ な か

った、 「(教科 ・領域 の 中で)ITを 利用 した こ とが ある」とい う回 答者 は69名 中40名(約

58%)と 過 半数 で あった。 逆 にrITを 利 用 した こ とが な い」 とい う回答者29名 の理 由

は 、 「利 用 の仕 方が 分 か らな いS(16名)、 「必要 性 を感 じない 」(10名)が ほ とん どで あ

った。利用 した 教科 ・領 域 につい て は 「生活 単元 」 と 「総合 的 な学習 の時 間」が 中心 で 、

日々 の活動や 行 事の事 前 ・事 後学 習 での画 像 ・映 像教 材 によ るイ メー ジ化 を 目的 とした

利用 の仕方や 、 イ ンター ネ ッ トを利用 した調 べ学 習 とい う利 用 の仕方 が 中心で あった。

他 に、1件 のみ 「トー キ ングエイ ド等 、 コ ミュニ ケー シ ョンエ イ ドの利用」 とい う回 答

が あった。

イ 考察

養護学校(知 的障 害)高 等 部 にお いて は、60%近 くが教科 ・領 域 の中 でITを 利 用 し

て い る との調査 結果 を得 た。 しか し教科 ・領域 の学 習支 援 の範 囲 に止 ま らず 学校 生 活 の

全般 にわた った 「生 活支援 ツール 」 と してのIT機 器 の活用 とい う点で 見 る と、他 の種

別 校(肢 体不 自由 、盲 、 ろ う)と 比 較 してほ とん ど活用 され て いな いの が現状 で あ る。

そ こで 「生 活支 援 ツー ル と して の1T機 器 の活 用」 を提案 す る こ とが 生徒 のQOL(生

活 の質)を さ らに高 める こ とにな る と考 えた。中で も 「コ ミュニ ケー シ ョン支援 」 とf行

動 支援」 につ いて の活用 、そ して 「情 報 の共有 」 が今 後 の 大 きなテ ーマ で ある と考 え ら

れ る、

(2)学 校 で実 践す るた めの提 案

ア 生活支 援 ツール と してのITの 活用

① コ ミュニケ ーシ ョンの支援

コ ミュニ ケー シ ョンの支 援 につ いて は、機器(コ ミュ ニケー シ ョン ・エイ ド/意 思伝

達 装置)に よる支 援 だ けでな く、 シ ンボル コ ミュニ ケー シ ョン も含 めて複 合 的 に考 えて

い く必 要 があ る。 コ ミュニケ ー シ ョン支 援は 必ず しもハ イテ クノ ロジー に よる情報 機器

を活用 しな けれ ばな らな い とい うこ とはな く、 む しろ 日常的 に身 の回 りに適切 な コ ミュ

ニ ケー シ ョン環境 が あ るか ど うか とい うこ と溺 大切 で ある と考 える。例 え ば、 コ ミュニ

ケ ー シ ョンボー ド、コ ミュニケー シ ョンカー ド、コ ミュニ ケー シ ョンブ ックな どが あ る.
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また音 声 を用 いた装 置 と してVOCA(音 声意 思伝 達装 置/VoiceOutputC。mmunicato

inAid、 音声 を用 い た コ ミュニ ケー シ ョン ・エイ ド)な どの利 用 が考 え られ る。 従 来V

OCAは 肢 体障 害へ の利 用 が主で あ ったが 、今 後 は コ ミュニ ケー シ ョン に障 害 のあ る知

的 障害 へ の活用 も増 えてい くと考 え られ る。今 まで は代替 コ ミュニ ケー シ ョン は、 言葉

の習得 が で きない とい うこ とが 明 らか にな った時 点 で取 り組 まれ る こ とが多 か った。 つ

ま り、言 葉 に よ る コ ミュニ ケー シ ョンを あき らめて 、そ の代わ りの コ ミュニケー シ ョン

手殺 と して消極 的 に利 用 され て いた こ とが多 か った。 しか し、 これ か らは言葉 に よる コ

ミュニ ケー シ ョンを必ず しも大前提 とはせ ず 、 シン ボル コ ミュニ ケー シ ョンや サ イ ン コ

ミュニ ケー シ ョン、 あ るい は情報機 器 を利 用す る こ とで 、主体 的 かつ よ り質 の高 い コ ミ

ュニケー シ ョンの経 験 の機会 を増や す とい う積 極的 な考 え方が 大切 で あ る と考 え る。 ま

た最 近 で は、PDA(携 帯情 報端 末)を は じめ とす る意 思伝 達装 置 つ ま リコン ピュー タ を

コ ミュニ ケ・一シ ョン ・エ イ ドと して利 用す るこ とも始 まって い る。

② 行 動支 援

多 くの養 護 学校 で は 、 日々の学校 生活 にお い て 日程や 週 予定 な どを見や す い場所 に表

示 し、見 通 しを もって行 動 で きる よ うに した り、写 真や シ ンボル ・マー クな どを表 示 し

て い る。 これ らの表 示や 掲示 物 をデ ィスプ レイ に置 き換 え る ことに よって 、動 画 を利 用

す る こ とが で きる よ うにな るた め、 自閉傾 向 の強 い生 徒 に とって は、 よ りイ メー ジ し易

い もの にな る と考 え られ る。 また 、 タ ッチ ・パ ネル を利用 す る こ とで、生徒 が主 体 的 に

日程 を確 認 で き るな どの効果 も期待 で き る。 ま た、パ ソコンを設 置 した場所 で様 々 な情

報 を視 覚 的 に得 られ る こ とは 、大変有 効 であ る と考 え られ る。

イ ネ ッ トワー クに よる 「情報 の共有 」

養 護 学校 におい て は障害 の状 態 が極 めて多様 で あ り、従 ってITの 活用 に当た って も児

童 ・生徒 一人 一人 に応 じた きめ細 かな対応 が求 め られ る こ とにな る。つ ま り、ひ とつ の ケ

ー ス で うま くい っ た か らとい っ て必 ず し も他 の ケー ス で成 り立つ とは言 えな い こ とが多

い。 ま た調 査結 果 に もあ る よ うに 「情報機 器 を導 入 した が どの よ うに使 った らい い の か分

か らない」 「有勧 的 な 利 用 の仕方 が 分 か らない ため にそ の 機器 を使 う必 要性 を感 じな いJ

な ど といっ た ことが どの学 校 にお いて も考 え られ る。

そ こで これ か ら必要 に なって くるの は、 各学校 にお け るITの 活 用 方法や 実践例 な どの

情報 を、ネ ッ トワー クを利 用 して共有す るこ とだ と考 え る。 つ ま り一 方的 に情報 を入 手 し

て利 用す るだ けでな く、 自分 も情 報 を発 信 して共 有 の一角 を担 う とい う意識 を もつ こ とが

大切 にな って くる。 そ のネ ッ トワー ク も新 たに構 築す るので は な く、 現在 ある各学 校 のWe

bペ ー ジの作 成 規約 を変 更 し情 報 共有 の場 と して活 用 で きれ ぱ と考 え る。 そ して こ の情 報

の共 有 がで きれ ば、情 報格 差 は少 な くなっ てい くと考 え る。

(3)ま とめ

養 護 学校 で は障害 に よる活 動 の制約 を軽 減 し、主体 的 な生 活 ・学 習を実 現す る補助 手 段

としてITを 活 用す る こ とに よ り、社 会 との コ ミュニ ケー シ ョンを広 げ 自立的 な学習 や 社

会参 加 を促 す こ とが非 常 に重 要に なって きてい る。ITは 児童 生徒 一人 一人のQOLを 高

め るた めの 有効 な道 具 とな りうるの ではな いか と考 え る。
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N研 究 の ま と め

本 部 会 では、教員 が適 切 にITを 活 用 す る こ とに よ り子 ど もた ちの 情報活 用能 力 の育成 を図

り、 さ らには子 どもた ちの授 業理 解 向上へ とつ なが る学 習指 導 の工夫 ・改 善 を 目指 した。

1研 究 の成 果

(1)IT利 用 実態 の 明確化

利 用状 況 を調 査 した結 果 、学 校段 階 が進む につ れ て各 教科 等 にお いて コン ピ ュー タ を利

用 した授 業 が少 な くな って い る こ とが明 らか にな った。

(2)教 員 の意識 改革 の必要 性

教 員 がITを 利 用 しない理 由 は、 トラブル の不 安 、 準備 時間 の不 足、ITを 必要 と感 じ

ない とい う点が挙 げ られ る。 子 どもが 情報 を適切 に活 用す る能力 が 育つ ため に は、教 員 が

実際 にITを 活用 す るこ とが不 可欠で あるが、依 然 と して 積極的 に使 用 した い と考 えて い

る教 員は少 な い。 教 員 のIT活 用意欲 を高 め るた め に、ITを 活 用 した授 業 が、今 ま で の

指 導方 法 よ りも効 果 が ある こ とを啓 発す る必 要が ある。

(3)創 意 工夫 の必要 性

各 学校 に は コン ピュー タ とプ ロジ ェクタが配 置 され てい るが、持 ち回 りで利 用 して い る

実情 で あ る。効 果 あ る授 業 が行 われ るために は、 具体 的 な使用 方法 を示 した り、す ぐに使

え る よ うに機 器 や ソフ ト、 コ ンテ ンツを整備 した りす る こ とが必 要で ある。

2今 後 の課題

(1)IT利 用 の有 用性 の 明確 化

lTを 利 用 した授 業 に よ る効 果 につい ての客 観 的 なデー タ収 集 が必要 で ある。ITを 利

用 した具体 的な学習 指 導案 を示 し、使 わない場 合 と比 較 して短時 間で 目標 に到達 す る こ と

が で きる こ とを実感 す る教 員 を増 や してい くこ とが必要 で あ る。

(2)準 備 に時 間がか か らない 方法 の工夫

コン ピュー タの不具 合 に臨機 応変 に対応 す るこ とがで きる教員 は まだ少 ないeITの 利

用 に慣 れ てい る教員 であ つて も、授 業前 の短時 間 に設 置 、調 整が 必要 で ある。確 実 に動 作

し、 かっ教 具 と して短 時間 の うち に準備 でき る よ うに工夫す る ことが 必要 で ある。

(3)授 業 実践 のデー タ化

校 務 分掌 に関 わ るIT利 用 は盛 ん にな ったが 、教材 や指 導 案 の共有化 は調 査校 にお い て

はま だな かっ た。 教材 や指 導案 をデ ー タベー ス化 す る と教 材 準備 の時 間短縮 や 、既存 の授

業 を改 善す る こ とにつ なが り、教員 の授業観 に大 き な変化 をもた らす 可能性 が あ る。
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